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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第３四半期
連結累計期間

会計期間
自2019年４月１日
至2019年12月31日

売上高 (千円) 6,451,801

経常利益 (千円) 297,897

親会社株主に帰属する四半期純利益 (千円) 240,430

四半期包括利益 (千円) 228,943

純資産額 (千円) 2,006,780

総資産額 (千円) 4,709,974

１株当たり四半期純利益 (円) 106.86

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

(円) －

自己資本比率 (％) 42.6

回次
第38期

第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 41.84

(注)１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの当社株式は非上場であるた

め、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

４．第38期第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表について、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規

程第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に準じて、有限責任監査法人ト

ーマツにより四半期レビューを受けております。

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、輸出や生産が減少しており、企業収益は製造業を中心に弱

含みで推移しております。また10月からの消費税増税に伴う個人消費の落ち込みも懸念されます。

このような環境の中、当社グループにおける経営成績は、縫製品事業を中心に順調に売上を伸ばしており、血

圧計腕帯及びカーシートカバー及びエアバッグについて、海外拠点を中心に受注が堅調に推移しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高6,451,801千円、営業利益310,726千円、経常利益

297,897千円、親会社株主に帰属する四半期純利益240,430千円となりました。

尚、当第３四半期連結累計期間における各セグメントの概況は、次のとおりであります。

（縫製自動機事業）

縫製自動機事業につきましては、小規模な受注案件が中心となり、固定費の負担が利益を圧迫した結果、売

上高は538,483千円となり、セグメント損失は106,351千円となりました。

（縫製品事業）

縫製品事業につきましては、血圧計腕帯について健康志向の高まりを背景とした受注が堅調に推移したほか、

カーシートカバーにおいては北米向けの車種を中心に生産量が増加し、エアバッグについても顧客からの生産

移管が進み、生産量が大きく増加しました。以上の結果、売上高は5,913,318千円、セグメント利益は570,119

千円となりました。

(2) 財政状態の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて371,699千円増加し、

3,800,299千円となりました。これは主として現金及び預金が29,504千円、受取手形及び売掛金が193,844千円、

商品及び製品が19,815千円、仕掛品が131,471千円それぞれ増加したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて247,173千円増加し、909,675千円となりました。これは主として在

外連結子会社においてIFRS第16号「リース」を適用した影響等により有形固定資産が228,927千円増加、投資そ

の他の資産が20,020千円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は、前連結会計年度に比べて618,873千円増加し、4,709,974千円となりました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて389,929千円増加し、2,703,193千

円となりました。これは主として支払手形及び買掛金が146,827千円減少したことに対して、短期借入金が

111,352千円、賞与引当金が18,836千円、長期借入金が11,580千円増加したことに加え、在外連結子会社におい

てIFRS第16号「リース」を適用したこと等によるリース債務（流動負債及び固定負債その他）が302,856千円増

加したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて228,943千円増加し、

2,006,780千円となりました。これは親会社株主に帰属する四半期純利益240,430千円及び為替換算調整勘定の

減少11,486千円によるものであります。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の43.5％から42.6％となりました。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 9,000,000

計 9,000,000

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年2月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,250,000 2,250,000 非上場
当社は単元株制度を採用してお
りません。

計 2,250,000 2,250,000 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年12月31日 - 2,250,000 - 125,000 - 25,000

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式2,250,000 2,250,000 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 2,250,000 ― ―

総株主の議決権 ― 2,250,000 ―

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2020年02月27日 15時22分 8ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）

─ 5 ─



第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第204条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２

第１項の規定に準じて、第３四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年12月31日まで)及び第３四半期連結累計

期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによ

る四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

　資産の部

流動資産

現金及び預金 594,885

受取手形及び売掛金 1,018,188

商品及び製品 512,607

仕掛品 529,628

原材料及び貯蔵品 970,047

その他 174,941

流動資産合計 3,800,299

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 232,383

機械装置及び運搬具（純額） 60,342

土地 99,336

使用権資産（純額） 334,204

その他（純額） 52,132

有形固定資産合計 778,399

無形固定資産

その他（純額） 5,830

無形固定資産合計 5,830

投資その他の資産

繰延税金資産 60,190

その他 65,255

投資その他の資産合計 125,446

固定資産合計 909,675

資産合計 4,709,974
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

　負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 862,378

短期借入金 826,127

1年内返済予定の長期借入金 62,304

未払法人税等 34,117

賞与引当金 42,225

受注損失引当金 20,943

その他 295,235

流動負債合計 2,143,331

固定負債

長期借入金 130,378

退職給付に係る負債 108,806

資産除去債務 27,361

その他 293,315

固定負債合計 559,862

負債合計 2,703,193

　純資産の部

株主資本

資本金 125,000

資本剰余金 17,351

利益剰余金 2,004,312

株主資本合計 2,146,664

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △139,883

その他の包括利益累計額合計 △139,883

純資産合計 2,006,780

負債純資産合計 4,709,974
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 6,451,801

売上原価 5,550,324

売上総利益 901,477

販売費及び一般管理費 590,751

営業利益 310,726

営業外収益

受取利息 447

為替差益 17,838

その他 3,944

営業外収益合計 22,230

営業外費用

支払利息 30,746

その他 4,312

営業外費用合計 35,059

経常利益 297,897

税金等調整前四半期純利益 297,897

法人税、住民税及び事業税 70,451

法人税等調整額 △12,984

法人税等合計 57,467

四半期純利益 240,430

親会社株主に帰属する四半期純利益 240,430
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

四半期純利益 240,430

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △11,486

その他の包括利益合計 △11,486

四半期包括利益 228,943

(内訳)

親会社株主に係る四半期包括利益 228,943

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日　至 2019年12月31日)

在外連結子会社において、当第１四半期連結会計期間よりIFRS第16号「リース」を適用しております。これにより、
借り手は原則すべてのリースについて資産及び負債の認識をしております。
当該会計基準の適用については、経過的な取扱いに従って、当第１四半期連結会計期間の期首において、累積的影

響を適用開始日に認識する方法を採用しております。
この結果、当第３四半期連結貸借対照表において、使用権資産（純額）が334,204千円、その他流動負債に含めてお

りますリース債務が88,402千円、その他固定負債に含めておりますリース債務が228,354千円それぞれ増加し、利益剰
余金が4,913千円減少しております。
また、当第３四半期連結損益計算書において、営業利益が15,384千円増加し、経常利益および税金等調整前四半期

純利益が4,913千円減少しております。
尚、この変更による１株当たり情報に及ぼす影響は軽微であります。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

尚、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

減価償却費 148,563 千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日　至 2019年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

四半期連結損益
計算書計上額縫製自動機 縫製品 計

売上高

外部顧客への売上高 538,483 5,913,318 6,451,801 － 6,451,801

セグメント間の内部売上高
又は振替高

6,347 － 6,347 △6,347 －

計 544,831 5,913,318 6,458,149 △6,347 6,451,801

セグメント利益(注)1.2.3 △106,351 570,119 463,768 △153,042 310,726

(注）１．セグメント利益の調整額△153,042千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用と、セグメント間

取引消去額であります。会社費用は、主に当社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間よりIFRS第16号を適用しております。この結果、

縫製自動機のセグメント利益は45千円、縫製品のセグメント利益が15,339千円それぞれ増加しております。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

１株当たり四半期純利益 106円86銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 240,430

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

240,430

普通株式の期中平均株式数(株) 2,250,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概要

－

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの当社株式は非上場であり、期

中平均株価が把握できないため記載しておりません。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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